
公共建築と市民社会

講師古谷 誠章

参加費無料

建築家・早稲田大学教授

1955年生まれ。早稲田大学理工学部建築学科卒業。同
大学院修士課程修了。早稲田大学助手、近畿大学工学
部講師を経て、1994年に早稲田大学助教授に就任。
1997年より現職（教授）。 1986年から文化庁建築家芸術
家在外研究員としてスイスの建築家マリオ・ボッタの事務
所に在籍。1994年にＮＡＳＣＡを設立。 2017年日本建築
学会 会長。1999年「詩とメルヘン絵本館」日本建築家協
会新人賞。「やなせたかし記念館」「會津八一記念博物
館」 「ZIG HOUSE / ZAG HOUSE」 「近藤内科病院」「茅野市
民館」 「高崎市立桜山小学校」「小布施町立図書館まちと

しょテラソ」「実践学園中学・高等学校 自由学習館」「熊
本県山鹿市立鹿北小学校」「喜多方市新本庁舎」などで
日本建築学会作品選奨受賞。「茅野市民館」で2007年日
本建築学会賞作品賞、2011年日本芸術院賞受賞。2012
年「小布施町立図書館 まちとしょテラソ」日本図書館協会
建築賞、AACA賞受賞。2014年「実践学園中学・高等学校
自由学習館」日本建築家協会日本建築大賞受賞。

著書に 「Shuffled 古谷誠章の建築ノート」 （TOTO出版）
「がらんどう」（王国社） 「マドの思想」（彰国社）「建築家っ
ておもしろい 古谷誠章+NASCAの仕事」（文屋）「NOBUAKI
FURUYA,179WORKS 1979>2013」（建築メディア研究所）
など。

「写真提供：NASCA」

平成３０年１１月２１日（水）
開場１７：３０～
開演１８：００～２０：００

那覇市ぶんかテンブス館
４階テンブスホール

公共建築の日・公共建築月間関連イベント

～人々の出会う場所としてのパブリックスペース～



１１月１１日は「公共建築の日」、１１月は｢公共建築月間｣です。

本講演会は、下記ＣＰＤ制度の共通認定プログラムです。

建築ＣＰＤ情報提供制度、ＪＩＡ ＣＰＤ制度、建築士会ＣＰＤ制度、建築設備士関係団体ＣＰＤ制度

ＡＰＥCアーキテクト、ＡＰＥＣエンジニア、建築施工管理ＣＰＤ制度、建築・設備施工管理CPD制度

【主催】「公共建築の日」及び「公共建築月間」沖縄地区実行委員会

構成員〔一社〕公共建築協会 沖縄地区事務局 〔公社〕沖縄県建築士会 〔一社〕沖縄県建築士事務所協会

〔公社〕日本建築家協会 沖縄支部 〔一社〕沖縄県設備設計事務所協会

【後援】内閣府沖縄総合事務局 沖縄県 那覇市

開催要旨

行政、教育文化、福祉等様々な分野に
係わる各種の公共建築は、地域の人々の
生活に密接な係わりを持ち、地域の活性
化、生活・文化水準の向上、街並み・景観
の形成等を図るうえで重要な役割を果たし
ています。
また近年、地域との連係を図りながら、

公共建築の整備や運営のあり方を考える
べきという気運が高まっています。
本年は、古谷誠章氏を招き、公共建築

等の整備事例を通じて、パブリックスペー
スとしての公共建築物のあり方についての
講演を開催します。
皆様のご参加をお待ちしています。

組織・会社名：
ふ り が な

申込担当者：

ＴＥＬ： ＦＡＸ：

ふ り が な

参加者氏名：
ふ り が な

参加者氏名：

ふ り が な

参加者氏名：
ふ り が な

参加者氏名：

講演会参加申込書

以下の欄に必要事項をご記入の上、
１１月1４日（水曜日）までＦＡＸまたはＥ-ｍａｉｌ
にてお申し込み下さい。
ただし、定員（２００名）に達し次第、
受付を終了いたします。

申込書送付先・お問い合わせ先
（一社）公共建築協会 沖縄地区事務局
ＴＥＬ：０９８－８７９－２０９７
ＦＡＸ：０９８－８７８－００３２
Ｅ-ｍａｉｌ：taketomi-n@shimatate.or.jp

「写真提供：NASCA」


